
 

 

 

 

 

 

 

 

  

【三重県へき地医療支援機構理念】 

「三重県へき地医療支援機構は、立ち止まること

のない地域医療を実践されている医師・看護師を

はじめとする人々に深い敬意を払い、支援活動を

通して、地域住民に質の高い医療の継続的かつ普

遍的な提供を目指します。」 

 

第 6号 

第２号 

◎
平
成
１
８
年
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
は
４
年
目
を
迎
え
ま
す 

今
年
は
国
の
第
１
０
次
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
が
施
行
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
す
。
三
重
県
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
も
、
理
念
の
も
と
引
き
続
き
、

へ
き
地
医
療
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

発行元 

三重県 

へき地医療支援機構 

（健康福祉部医療政策室） 

電話 059-224-3370 

発行日 

平成 18年 1月 10日 
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平
成
１
７
年
度
上
半
期
代
診
実
績 

 

 

平
成
１
７
年
度
上
半
期
代
診
支
援
は
、依
頼
に

対
し
１
０
０
％
拠
点
病
院
よ
り
派
遣
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。 

 
 

【
内
訳
】
県
立
志
摩
病
院
１
０
回
、
山
田
赤
十
字

病
院
３
回
、
尾
鷲
総
合
病
院
２
回
、
計
１
５
回 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
今
、
診
て
も
ら
え
る
救
急
医
療
機
関
や
、
病
名
、
所
在
地
、
専
門
外
来
な
ど

目
的
に
あ
っ
た
三
重
県
の
お
医
者
さ
ん
・
歯
医
者
さ
ん
が
検
索
で
き
ま
す
。 

◇ 

医
療
ネ
ッ
ト
み
え
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

U
R
L: http:/
/w
w
w
.qq.pref.m
ie.jp/ 

◇ 

携
帯
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

携
帯 U

R
L

：h
ttp://w
w
w
.qq.pref.m
ie.jp/k/ 

第
１
回
東
海
へ
き
地
医
療
研
究
会 

１
１
月
５
日
（
土
）
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
３
県
の
支
援
機

構
主
催
で
第
１
回
東
海
へ
き
地
医
療
研
究
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
へ
き
地
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
長
杉
田
義
博
先
生
の
特
別
講
演

に
続
き
、
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
県
か
ら
は
２
題
、
熊
野
市
立
紀
和
診
療
所
坂

倉
建
一
先
生
（
地
域
診
療
所
に
通
院
中
の
高
齢
者

お
よ
び
超
高
齢
者
の
血
圧
の
特
徴
に
つ
い
て
）
、

県
立
看
護
大
学
小
林
文
子
先
生
（
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー

ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
）
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
１
８
年
度
は
、
三
重
県
で
開
催
予

定
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

三
重
県
の
へ
き
地
医
療
現
況
図
↓ 

無
医
地
区
（
平
成
１
６
年
１
２
月
末
調
査
）
は

４
ヶ
所
【
津
市
（
旧
美
杉
村
）
太
郎
生
地
区
、
熊

野
市
（
旧
紀
和
町
）
西
山
地
区
・
上
川
地
区
、
紀

宝
町
浅
里
地
区
】
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
町
村
合
併
に
と
も
な
い
、
該
当
す
る
へ
き
地

医
療
機
関
の
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

医療ネットみえ 

～医療機関案内～ 

体
験
実
習
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

８
月
１
８
日
（
木
）
と
１
９
日
（
金
）、
夏

休
み
を
利
用
し
て
、
へ
き
地
医
療
体
験
実
習

を
、
鳥
羽
市
立
神
島
診
療
所
、
町
立
南
伊
勢
病

院
、
大
台
町
国
民
健
康
保
険
報
徳
病
院
で
開
催

し
、
自
治
医
科
大
学
生
、
県
医
師
修
学
資
金
貸

与
者
お
よ
び
へ
き
地
医
療
に
興
味
の
あ
る
医

学
生
の
計
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
次
を
担
う

医
師
の
育
成
に
む
け
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

医
師
臨
床
研
修
【地
域
保
健
・
医
療
】
始
ま
る 

平
成
１
６
年
度
か
ら
診
療
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
師

は
、
医
師
免
許
を
取
得
し
た
後
に
、
２
年
間
の
臨
床
研
修
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に

お
い
て
は
「
特
定
の
医
療
現
場
の
経
験
」
と
し
て
、
研
修
医
２
年

目
に
１
ヶ
月
間
の
「
地
域
保
健
・
医
療
」
が
必
修
科
目
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
象
機
関
が
「
へ
き
地
・
離
島
診
療
所
、
中

小
病
院
・
診
療
所
、
保
健
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
社
会

福
祉
施
設
、
赤
十
字
社
血
液
セ
ン
タ
ー
、
各
種
検
診
・
健
診
の

実
施
施
設
等
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
１
７
年
度
に
つ
い
て
は
、 

神
島
診
療
所
、
菅
島
診
療
所
、 

長
岡
診
療
所
、
紀
和
診
療
所
が 

研
修
医
を
受
入
れ
て
お
り
、
計 

１
７
名
が
へ
き
地
・離
島
医
療
の 

現
場
を
経
験
し
ま
し
た
。 

 

無
医
地
区
等
に
お
け
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め

実
施
さ
れ
て
き
た
第
９
次
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
が
平
成
１
７
年
度

に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
第
１
０
次
へ
き
地
保
健
医
療
計
画
（
平
成
１

８
年
度
～
２
２
年
度
）
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
厚
生
労
働
省
に
お
い

て
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
へ
き
地
・
離
島
保
健
医
療

対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
な
ど
、
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
鳥
羽
市
立
神
島
診
療
所
奥
野
正
孝
所
長
が
検
討
会
委
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。 

報
告
書
概
要
お
よ
び
全
文
は
、
へ
き
地
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.h
ek

ich
i.n

et/

）
の
文
書
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 ◎

へ
き
地
医
療
研
修
会
報
告 

紀
南
病
院
お
よ
び
紀
和
町
（
現
熊
野
市
）
保
健
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
１
７
年
度
三
重
県
へ
き
地

医
療
研
修
会
を
開
催
し
、「
魅
力
あ
る
地
域
医
療
研

修
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
へ
き
地
医
療
関
係
者

ら
計
１
０
職
種
７
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
研
修
に
つ
い
て
よ
い
意
見
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
」
、「
学
生
が
も
っ
と
参
加
で
き

れ
ば
」、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
が
、
後
に
生

か
せ
る
か
？
」
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
参
加
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

  
紀南病院でのワークショップの様子 

紀和診療所と紀和町の風景 

～第１０次へき地保健医療計画にむけて～ 

へき地保健医療対策検討会報告まとまる 

※報告はへき地医療情報ネットワークで閲覧できます。 

 
鳥羽市営定期船 

 
医
師
に
確
保
に
関
す
る
取
組
み 

 

◎
県
医
療
審
議
会
地
域
医
療
対
策
部
会 

～
医
師
の
確
保
に
向
け
た
緊
急
提
言
～ 

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
県
医
療
審
議
会
の
地
域
医
療
対
策

部
会
に
お
い
て
、
関
係
機
関
（県
、
市
町
、
三
重
大
学
、
各
医
療

機
関
な
ど
）が
取
り
く
む
べ
き
方
策
に
つ
い
て
、
年
度
内
に
と
り

ま
と
め
る
方
向
で
議
論
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（平
成
１
７

年
７
月
２
７
日
提
言
） 

医
師
の
確
保
に
向
け
た
緊
急
提
言
（中
間
報
告
）か
ら
抜
粋 

１
． 

地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
養
成 

 

２
． 

公
募
等
に
よ
る
地
域
へ
の
医
師
招
聘 

３
． 

医
師
の
地
域
へ
の
定
着
率
の
向
上 

 

４
． 

医
師
の
効
率
的
配
置
に
向
け
た
連
携 

５
． 

県
民
に
対
す
る
働
き
か
け 

◎
医
師
修
学
資
金
等
貸
与
者
募
集 

三
重
県
で
は
、
へ
き
地
医
療
、
小
児
・
産
婦
人
科

医
療
等
に
携
る
意
思
の
あ
る
医
学
生
、
大
学
院

生
、
臨
床
研
修
医
・
専
門
研
修
医
を
対
象
に
修
学

資
金
を
貸
与
し
ま
す
。
ま
た
、
へ
き
地
医
療
機
関
等

へ
転
任
す
る
医
師
に
対
し
て
も
研
究
資
金
を
貸
与

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
定
期
間
、
県
内
指
定
医
療

機
関
等
で
勤
務
し
た
場
合
、
返
還
が
免
除
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
平
成
１
７
年
１
２
月
末
現
在
、

修
学
資
金
を
医
学
生
５
名
、
研
究
資
金
を
医
師
４

名
に
貸
与
し
て
い
ま
す
。 

【
問
合
せ
先
】 

三
重
県
健
康
福
祉
部
医
療
政
策
室

救
急
・
へ
き
地
対
策
グ
ル
ー
プ 

電
話
０
５
９
―
２
２
４
―
３
３
７
０ 

 

E-
m
ail: iryos@

pref.m
ie.jp 

健
康
福
祉
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
情
報 

URL: http://ww
w.pref.m
ie.jp/ 

IRYO
S/syugaku/bosyu.htm 


